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エソ科アカエソ属の Synodus lautusと Synodus usitatusに適用された標準和名

古𣘺龍星 1・本村浩之 2

Furuhashi and Motomura (2025) described Synodus lautus as 
a new species, previously identified as S. usitatus, from Japan, 
and redescribed S. usitatus from the Hawaiian Islands. They also 
proposed “Haregi-eso” as a new standard Japanese name for S. 
lautus and adupted “Ushi-eso” as standard Japanese name for 
S. usitatus. The detailed reasons and grounds for this allotment 
however were not given in Furuhashi and Motomura (2025) 
which are provided in this report.
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 Abstract

Synodus usitatus Cressey, 1981はハワイ諸島産 3標本（ホ

ロタイプとパラタイプ）と日本産 1標本（パラタイプ）に

基づき新種として記載され，本種には標準和名としてウシ

エソが適用されていた（山田，2000；山田・柳下，2013；

本村，2025）．しかし，Furuhashi and Motomura (2025)はハ

ワイ諸島産と日本産の S. usitatusがそれぞれ別種であり，

ハワイ諸島に分布する種が真の S. usitatusであることを明

らかにした．同時に，日本に分布する種は Synodus lautus 

Furuhashi and Motomura, 2025として新種記載された．また，

彼らは S. lautusの新種記載の際に，本種の標準和名として

ウシエソを適用すべきではないとして，S. lautusに対して

新標準和名ハレギエソを提唱した．従来であれば日本産魚

類の学名に変更が起きても標準和名は日本産種に対して与

えられているため，基本的に日本産種には従来使用されて

いた和名が適用される．しかし，Furuhashi and Motomura 

(2025)は標準和名ウシエソを日本産種（S. lautus）に適用

せず，S. usitatusに適用する見解を示した．Furuhashi and 

Motomura (2025)はこの経緯について詳細を省いていたた

め，上述の対応となった経緯についてここに詳述する．

材料と方法
本稿で用いた標本はビショップ博物館（BPBM），京都

大学総合博物館（FAKU），および鹿児島大学総合研究博

物館（KAUM）に所蔵されている．また，本稿で用いた標

本のデータや種の計数・計測値，および特徴は Furuhashi 

and Motomura (2025)に詳述されている．標準和名を検討

するにあたっての理念や規範は日本魚類学会標準和名検討

委員会（2020）に準拠した．「日本産魚類検索　全種の同定」

（中坊，1993），「日本産魚類検索　全種の同定．第 2版」（中

坊，2000），および「日本産魚類検索　全種の同定．第 3版」

（中坊，2013）はそれぞれ「初版」，「第 2版」，および「第

3版」と表記した．

標準和名適用の経緯
和名ウシエソは「初版」の正誤表（1995年 6月 9日発行）

において，S. usitatusに対し，初版のエソ科を担当した山

田（1993）で提唱されたジミナエソ（新称）を修正する形

で初めて登場した．ただし，ウシエソに対して新称や改称，

および学名の表記はなく，ジミナエソからウシエソへの変

更理由は不明である．その後，「第 2版」，「第 3版」を含め，

長らくウシエソは S. usitatusの標準和名として使用されて

きた．なお，ウシエソ = S. usitatusという対応が初めて明

記されたのは，第 2版のエソ科を担当した山田（2000）で

ある．

ジミナエソとウシエソの名前の由来については，初版

の正誤表や第 2版には記述されておらず不明である．しか

し，両和名は次の理由から対応する学名の種小名（usitatus）

に基づくものと考えられる．本学名の命名を行った

Cressey (1981)は，usitatus（ラテン語）に（ordinary）と英

訳を付記しており，これは「普通の」「通常の」「普段の」

「一般的な」「目立たない」「平凡な」などを意味する．し

たがって，ジミナエソは「地味な」という日本語に由来す
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ると推察され，ordinaryの意味と整合性が取れる．また，

ウシエソの「ウシ」は動物の牛を簡単に連想させるが，S. 

usitatusには牛に関連する特徴や背景はなく，採集地名や

採集者名などにも関連性がないため，これは usitatusの前

方部分を単にカナ表記に変換したものであると推察され

る．

和名がどの種に対して与えられたかについては，標準

和名提唱の基準となった 1標本に基づき判断するべきであ

るが，ジミナエソとウシエソには基準標本が指定されてい

ない．このような場合，日本産種（S. lautus）がウシエソ

という和名で広く認知されており，混乱なく普及していれ

ば S. lautus＝ウシエソとなる．しかし，以下の背景により，

そのように見なすことは困難である．

第一に，国内における S. usitatusの証拠を伴う記録は，

FAKU 5780に基づく Cressey (1981)に限られ，その他の

主要な出版物における記録（山田，1993, 2000; Yamada, 

2002；山田・柳下，2013）は，いずれも Cressey (1981)の

引用に過ぎない．つまり，一般的には “従来の ”ウシエソ

（＝ “S. usitatus”）が日本に分布している認識は薄く，“S. 

usitatus”は日本国内において過去に 1例の記録があるだけ

の実体が不明瞭な種であるという認識が強いと言える．

第二に，これまで日本産種である S. lautusの写真や図

などが出版物に掲載されたことはないため，ウシエソと

いう和名を提示された際に S. lautusを想像する可能性は

非常に低い．実際，S. lautusよりむしろ写真や図が複数の

出版物に掲載されている真の S. usitatusを目にする機会の

方が多い（Cressey, 1981; Waples and Randall, 1988; Randall, 

2007）．以上から，ウシエソに適用すべき学名は，標準和

名の基準となる標本が指定されていない場合での一般的な

判断では決めることが出来ず，ウシエソ＝ S. lautusあるい

はウシエソ＝ S. usitatusのいずれとも断定出来ない．

そこで，本研究では日本産魚類の標準和名の起点であ

る「第 2版」，すなわち同文献のエソ科を担当した山田

（2000）に基づき，ウシエソに適用すべき学名を検討した．

まず，山田（2000）が示したウシエソの特徴は，Cressey 

(1981)を参考にしているため，2種（日本産種の S. lautus

と真の S. usitatus）の特徴が混在しており（Furuhashi and 

Motomura, 2025），判断が不可能である．一方，同文献で

掲載された S. usitatusの全体図は，Cressey (1981)が示した

ホロタイプ（BPBM 15484）のスケッチの略写である（初

版と第 3版も同様）．したがって，第 2版に掲載されたウ

シエソの全体図は，紛れもない S. usitatusであるため，標

準和名「ウシエソ」は S. usitatusに対して与えられた和名

であると判断するのが妥当である．また，「ジミナエソ」

はウシエソの改称前の和名とみなされることから，本和名

も S. usitatusに適用される．

以上の理由により，標準和名「ウシエソ」は S. usitatus

に適用すべきであり，S. lautusには適用すべき標準和名が

ないと判断し，Furuhashi and Motomura (2025)は後者に新

標準和名ハレギエソを提唱した．そして標準和名ウシエソ

Fig. 1. Photographs of holotypes of Synodus lautus (A: KAUM–I. 198945, 142.1 mm SL, Japan, fresh) and S. usitatus (B: BPBM 
15484, 131.6 mm SL, Hawaiian Islands, preserved).



Ichthy 55 ǀ 2025 ǀ 51

Furuhashi and Motomura — Standard Japanese names of Synodus lautus and Synodus usitatus

はハワイ諸島に分布する S. usitatusに対する和名として適

用される．また，ウシエソとハレギエソの標準和名の基

準標本はそれぞれ BPBM 15484（S. usitatusのホロタイプ）

と KAUM–I. 198945（S. lautusのホロタイプ）となる．

ハレギエソの和名は本種の明るい体色が日本では特別

な日に着る「晴れ着」を連想させることに由来し，種小名

（lautus）も「華やか」を意味するラテン語である（Furuhashi 

and Motomura, 2025）．なお，ウシエソの種小名（usitatus）

は上述の通り「通常の」「普段の」「一般的な」などの意味

をもち，晴れ着と対照的な存在である褻着（けぎ）を連想

させる．

備考　ハレギエソ Synodus lautusはウシエソ S. usitatus

によく類似するが，前鼻孔皮弁が円いか三角で短く，前鼻

孔皮弁長（実測値）の鼻孔間隔（実測値）に対する比が

0.33–0.75であること（ウシエソでは皮弁が細長い三角か

葉状で，比が 0.71–1.30），第 1鰓弓前面の鰓耙数が 30–38

であること（25–36），擬鰓数が 21–28であること（16–27），

腹鰭がやや短く，体長に対する腹鰭長が 21.6–24.0%であ

ること（やや長く，22.8–27.2%），側面から見た吻端がや

や尖ること（丸い），および尾鰭上葉に白色帯がないこと

（上葉に複数の白色帯がある）により識別される（Furuhashi 

and Motomura, 2025）．また，前者はこれまで日本近海か

ら，後者はハワイ諸島からのみ標本が得られており，両者

は異所的に分布するそれぞれの地域の固有種と考えられる

（Furuhashi and Motomura, 2025）．
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